
3025 年の世界

世界の歴史～２１世紀から先、何が起こったか

■ソ連邦内戦（２０１１年－２０１４年）～歴史の転換点

　ソ連が内戦状態により崩壊することで、冷戦の均衡が西側世界へ傾くこととなる。北米・欧州
は、多国籍軍の軍事力を背景にその影響力を高めていく。２０２４年までには、日本、旧東側の
東欧諸国、さらにはソ連崩壊後に成立した７つの共和国までもが西側諸国間同盟に参加すること
となり、国際連合に代わって、同盟議会が世界の中心的機関となった。

■カーニィ＝フチダ理論（２０１８年－２０２１年）～超光速駆動の萌芽

　スタンフォード大学において、共同研究を進めていたアメリカのトーマス・カーニィと日本の
タカヨシ・フチダは、一度に数十光年ワープすることで、超光速駆動が実現可能であることを理
論化した。当時の学会は彼らを笑いものにし、その理論は先鋭的かつ真実であったにも拘わら
ず、数十年の間顧みられることがなかった。

■地球同盟（２０８６年～２３１５年）～人類初の恒星間統合政府

　２０８６年、加盟国が１２０ヵ国に至った西側諸国同盟は、地球同盟と名を変え、史上初の地
球統合政府となった。この時代に科学文明は、劇的な発展を遂げ、カーニィ＝フチダ理論をベー
スにした超光速（ＦＴＬ）機関を開発するダイモスプロジェクトが２１０３年に始まり、２１０
８年には、タウ・ケチ星系に到達した。
　２１１６年には、タウ・ケチ第４惑星ニューアースに恒久的な宇宙植民地が創設され、その後
爆発的な開拓が進み、２２３５年までに６００以上の植民星が確認されている。
　このように人類の生活圏が地球一つから、その地球から１２０光年離れた彼方にまで拡がる

バトルメックとは？

星間連盟の興隆と大脱出

継承王家とは？

■恒星連邦

■ドラコ連合

■ライラ共和国

■自由世界同盟

■カペラ大連邦国

傭兵とは？

このあとどうなるの？

1


	3025年の世界
	世界の歴史～２１世紀から先、何が起こったか
	ソ連邦内戦（２０１１年－２０１４年）～歴史の転換点
	カーニィ＝フチダ理論（２０１８年－２０２１年）～超光速駆動の萌芽
	地球同盟（２０８６年～２３１５年）～人類初の恒星間統合政府

	バトルメックとは？
	星間連盟の興隆と大脱出
	継承王家とは？
	恒星連邦
	ドラコ連合
	ライラ共和国
	自由世界同盟
	カペラ大連邦国

	傭兵とは？
	このあとどうなるの？


